
私 訳

『テサロニケの人々の教会へ 第一』私訳

阿 部 包

新共同訳聖書で表題が『テサロニケの信徒への手紙 一』となってい

るこの手紙は，通常パウロの手紙のなかで最初に書かれたもの（51年）

と認められている。表題については，冒頭の１章１節に「テサロニケの

人々の教会に宛てて」とあるので，『テサロニケの人々の教会へ』とし

た 。

テサロニケは，アレクサンドロス大王の死（前323年）後，将軍の一

人アンティパトロスの息子カッサンドロス（前358～297年）の支配の下

に独立したマケドニアに，前316/315年に創られた港町である。創った

のはカッサンドロス，テサロニケは彼が結婚していた大王の妹の名で

あった。

テサロニケは自然的条件に恵まれた港であるだけでなく，近くをエグ

ナティア街道が通っていたので，コリントスと並んで繁栄する貿易港湾

都市となった。パウロ当時は，ローマの属州マケドニアの首都として活

況を呈していた。

残念ながら，パウロの時代に関する限り，テサロニケでは今日に至る

まで，ユダヤ人の居住の証拠となるに足る考古学的な発掘は報告されて

いない。しかし，ルカの記述によれば，パウロが同労者と一緒にこの町

に到着したとき，彼らはそこにあったシナゴーグで，旧約聖書に基づい

てユダヤ人たちと論じ合い，メシアの受難と死者たちの中からの復活が

起るべくして起ったことであり，彼らが告げ知らせているイエスこそ他

翻訳の底本は，NESTLE-ALAND, NOVUM TESTAMENTUM
 

GRAECE,Ed.XXVII,Deutsche Bibelgesellschaft, Stuttgart, 1993.であ

る。



ならぬそのメシアなのだ，ということを論証した。その結果，ユダヤ人

や神を敬う人々が少なからず信じるに至ったが，町は混乱に陥ったので

あった 。

この手紙におけるパウロ自身の記述を参照すれば，テサロニケの教会

の主たる構成員はギリシア人だったと思われる。パウロは２章14節で，

「兄弟のみなさん，実際，あなたがたは，ユダヤの地にある，キリスト・

イエスのうちにある神の諸教会に倣う者となりました。なぜなら，あな

たがたも同じ苦しみを自分と同じ民族から受けたからですが，それは，

ちょうど彼らも（同族の）ユダヤ人たちから（受けた苦しみでした）。」

と書いているのである 。

手紙の中で，テサロニケの信徒たちは，その入信時においても，また

その後の歩みにおいても賞賛に値する模範的な信徒として描かれてい

る 。彼ら自身はキリストの再臨への希望を忍耐強く持ち続けたのである

が，既に亡くなった者たちについては不安を抱いていた。パウロは，４

章13節以下でそれに応えている。イエスが死んで復活したとわれわれが

信じているなら，全く同様に，神は既に死んでいる者をもイエスをとお

して彼と一緒に連れて行ってくださるのだ，また，その復活には順番が

あり，キリストの再臨まで生き残るわれわれの方が既に死んでいる者よ

りも先になるということは決してないのだ，と。

パウロは，キリストの再臨の場面をかなり具体的なイメージを駆使し

て描いている。すなわち，「主ご自身が，合図の号令とともに，大天使の

声の（響く）中，神のラッパの（響く）中を，天から降りて来ると，キ

リストのうちにあって死んだ人々が最初に復活し，それから，生き残っ

ているわたしたちが，彼らと一緒に雲に包まれて引き上げられ，遂に空

の中で主との出会いを果たすのですが，こうして，わたしたちはいつで

も主と一緒にいることになるのです」（４：16～17），と。ここでは黙示

文学的想像力が指導的役割を果たしている。
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使徒言行録17：１～９，参照。その中の一人がヤソンであるが，彼がユダ

ヤ人か異邦人かは分からない。

１：９b.も参照。

１：３，６～８，２：19～20，３：６～９，４：１，９～10，参照。



紀元50年を過ぎた当時，キリストの再臨への待望は黙示文学的想像力

の働きを生き生きと鼓舞するほど，熱狂的なものであった。再臨の遅延

という事態はまだ先の話であった。信徒たちは，再臨を待ち望みつつ，

再臨に向けて秩序づけられた終わりの世を生きていたのである。

テサロニケの人々の教会へ 第一

１

挨拶>

１パウロとシルワノスとティモテオス が，父なる神と主イエス・キリ

ストのうちにあるテサロニケの人々の教会に宛てて（この手紙を送りま

す）。恵みと平和があなたがたに （ありますように）。

テサロニケの信徒たちの信仰と模範― 主に倣う者― >

２わたしたちは，わたしたちの祈りのときに，（あなたがたを）思い起

こしながら，あなた方全員のことで神に感謝しています 。それは，絶え

ず，３わたしたちが，あなたがたの信仰の業 や，愛の労苦，そしてわた
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シルワノスは，パウロの同労者。使徒言行録ではシラスとして出る（15：

22，27，32，40，等，全部で13箇所。校訂版本文に採用されていない異本に

１箇所）。シルワノスとしては，パウロの手紙では，ここの他に，２コリント

１：19，２テサロニケ１：１に出る。ティモテオスもパウロの同労者。使徒

言行録16：１；17，14，15；18：５；19：22；20：４；パウロの手紙では，

ここの他に，ローマ16：21，１コリント４：17；16：10；２コリント１：

１，19，フィリピ１：１，２：19，１テサロニケ３：２，６に出る。

ローマ１：７，１コリント１：３，２コリント１：２，ガラテヤ１：３，

フィリピ１：２，フィレモン３，参照。

「わたしたちは……感謝しています」については，２：13，１コリント１：

４，参照。eucharistoumen（現在，直説法，能動相，１人称，複数）＜eucharisteo
「感謝する，賛美の祈りを唱える」。これが２節～５節までの比較的長い文章

の主動詞で，これと直接関係する分詞が，３節冒頭のmnemoneuontesと４

節冒頭のeidontesである。

「信仰の業」は，tou ergou tes pisteos。パウロにおいて，信仰は「律法の

業」の対立概念である。おそらくパウロは，この手紙の段階では「律法の業」
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したちの主イエス・キリストの希望の堅持 を，神の前で，つまり，わた

したちの父の前で（なされたもの）として思い起こしているからですし，

（それはまた）４神によって愛されることになった兄弟のみなさん，わた

したちがあなたがたの選びを知っているからでもあります。５なぜなら，

わたしたちの福音があなたがたに届いたのは，言葉だけによるのではな

く，力ある業や聖なる霊 ，そして大いなる確信にもよったからです。あ

なたがたも知っているとおりです，わたしたちがあなたがた［の間］に

［あって］，あなたがたのためにどのように振舞ったかは。６そして，あ

なたがたは，わたしたちに倣う者，主に（倣う者）となった のですが，

それは，あなたがたが大いなる苦難のなかで，聖なる霊の喜びとともに

御言葉を受け入れたからです。７その結果，あなたがたは，マケドニア

とアカイアにいる，信じる人々全員の模範となりました。８というのは，

あなたがたから出た主の言葉が単にマケドニアやアカイアに響き渡って

いる だけでなく，むしろ，あらゆる土地で，神に対するあなたがたの信

仰が行き渡っており ，その結果，わたしたちが（これ以上）何かを語る

必要はありません。９というのも，（他の）人々が，わたしたちについて

伝えてくれているからです。すなわち，どんな形で，わたしたちがあな

たがたのところに入ることができた のか，また，どのようにして，あな

に対置して「信仰の業」を考えることができたのであろう。

「希望の堅持」は，tes hypomones tes elpidos。「希望の持続」（田川），「希

望の保持」も可能。内容的には，イエス・キリストの再臨によって現実のも

のとなる自分たちの救いを，希望をもって待ち続けることを意味する。４：

13～18，参照。なお，信仰，希望，愛については，特に１コリント13：13，

参照。

ローマ15：19，１コリント２：４～５，参照。

原文は，単に［en］hymın。翻訳上の便宜からこう訳した。

１コリント11：１，フィリピ３：17，参照。

「響き渡っている」は，exechetai（現在，中・受動相，３人称，単数）＜

execheo「鳴り響かせる，響き渡る」。

「行き渡っており」は，exelelythen（現在完了，３人称，単数）＜exerchomai
「出て行く，出て来る」。ローマ１：18でパウロは，LXX訳詩編18：５（マ

ソラ版は19：５）eis pasan ten gen exekthen ho phthongos auton……

「彼らの声は全地に行き渡り，……」を引用している。ローマ１：８も参照。

「入ることができた」は，eisodon eschomen。eisodosは「入ること，入
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たがたが偶像から（離れて）神の方に向きを変えたのか，です。（神の方

に向きを変えたお陰で，あなたがたは）生きている，真実の神に仕える

ようになりましたし，10また，天から来られる神の子 を待ち望むよう

になりました。彼こそ，死者たちの中から神が立ち上がらせた 方，来る

べき怒りからわたしたちを救うイエスです 。

２

テサロニケにおけるパウロの宣教>

１実際，兄弟のみなさん，あなたがた自身が知っていることです，あな

たがたのところにわたしたちが入ったことが無駄にはならなかった，と

いうことは。２いや，むしろ，あなたがたも知っているとおり，フィリピ

でわたしたちは先に苦しめられ，侮辱されながらも ，わたしたちの神に

よって勇気を与えられましたが，それは，大いなる苦闘の中であなたがた

に対して神の福音を語るためだった のです。３実際，わたしたちの勧め

は，誤謬に基づくものでも，不純な動機に基づくものでも，策略によるも

のでもありません。４むしろ，わたしたちは，神による吟味検証を受けて

来，入場，到来」。eschomen（2 aor.，１人称，複数）＜echo「持つ，受け

る，得る，保つ」。

「神の子」は，ton hyion autou。autouは，９節の theo zonti alethino
「生きている，真実の神」を受ける。

「神が立ち上がらせた」は，egeiren（1 aor.，３人称，単数）＜egeiro「立

ち上がらせる」。そこから，しばしば「復活させる」の意味で用いられる。自

動詞（「目覚める，起きる」）としても使われる。使徒言行録３：15，参照。

５：９，ローマ５：９，マタイ３：７，参照。「来るべき怒りから」は，ek
 

tes orges tes erchomenes。erchomenes（現在分詞，女性，単数，属格）＜

erchomai「来る」。「今将に来ようとしている」。

使徒言行録16：20～24，参照。

使徒言行録17：１～５，参照。「勇気を与えられましたが，それは……語

るためだった」と訳したのは，eparresiasametha……lalesai…。主動詞が

eparresiasametha（1 aor. 中動相，１人称，複数）＜parresiazo「公然と語

る，大胆に語る，勇気を得る」。lalesai（1 aor. 不定詞）＜laleo「語る」。目

的を表す不定詞。

「神による吟味検証を受けて福音を委ねられた」は，dedokimasmetha
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福音を委ねられたとおり，まさにそのとおりに，語っています。すなわ

ち，人々に喜ばれようとしてではなく，わたしたちの心を吟味検証され

る神に（喜ばれようとして語っているのです) 。５というのも，あなた

がたが知っているとおり，かつて，わたしたちはへつらいの言葉で臨ん

だこともなければ，貪欲ゆえの口実で（臨んだこと）もない からです。

（これについては，）神が証人です。６また，わたしたちは，人間たちか

ら賞賛を求めませんでした，あなたがたからも，他のひとびとからも，

です。７わたしたちは，キリストの使徒として重んじてもらう ことも

（十分）できるにも拘わらず，です。むしろ，わたしたちは，あなたがた

の中にあって，幼子のようになりました 。それは，ちょうど母親がわが

子を慈しみ育てるように ，８まさにそのように，あなたがたをいとおし

hypo tou theou pisteuthenai to euangelion。直訳すると「福音を委ねられ

るべく神によって吟味検証を受けた」。少し後に出る「わたしたちの心を吟味

検証される神に」は，theo to dokimazonti tas kardias hemon。

ガラテヤ１：10，参照。

「わたしたちは，…臨んだこともなければ」，「（臨んだこと）もない」と訳

したのは，oute…egenethemen。egenethemen（1 aor.受動相，１人称，複

数）＜gınomai「起る，生起する，生じる，……となる，……するに至る，……

である」。「貪欲ゆえの口実」は「貪欲ゆえの見せかけ」も可能。

「重んじてもらう」は，en barei einai。Bauer/Alandは，gewichtig
 

auftretenと訳す。「重んじられる」（協会訳，青野訳），「権威を主張する」（新

改訳，新共同訳），「幅をきかす」（フランシスコ会聖書研究所訳），「負担をか

ける」（バルバロ訳，脚注で「権力を行使する」も示唆）。２コリント11：

９，参照。

「わたしたちは…幼子のようになりました」は，egenethemen nepioi。文

脈上，「幼子のように」では理解が困難なために，epioi「優しく」という異

読を採用する翻訳者もある（青野訳，青野は注で「口述筆記の際の誤記であ

ろうと思われる」と説明する）。量的に言えば，写本はほぼ二分される。ただ

し，「幼子」と訳した単語は，「未成年，未熟な者」とも訳しうる。おそら

く，この言葉を用いたパウロの念頭には，常に宣教対象の人々の状況（未熟

さ）に合わせる，自分自身の宣教姿勢・方針があったであろう。彼の宣教の

基本的姿勢・方針については，１コリント９：19～23，参照。

「母親がわが子を慈しみ育てるように」は，hos ean trophos thalpe ta
 

heautes tekna。trophosを「乳母」と訳す例（バルバロ訳，青野訳）もある

が，「わが子」ta heautes teknaや 11節の「父親」との関係で，ここは「母

68 藤女子大学キリスト教文化研究所紀要



く思っていたので，ただ神の福音だけでなく，自分たちの命をもあなた

がたに喜んで分け与えたいと思っている のです。それは，わたしたちに

とって，あなたがたが愛する者となったからです。９実際，兄弟のみな

さん，あなたがたはわたしたちの労苦と骨折りを覚えているはずです。

わたしたちは，夜も昼も，あなたがたの誰にも負担をかけないように心

がけて 働きながら，あなたがたに神の福音を宣べ伝えたのです。10あ

なたがたと神が（次のことの）証人です 。すなわち，如何に敬虔に，義

しく，また非難されるところなく，あなたがた信じる者たちに対してわ

たしたちが臨んだか，11あなたがたも知っているとおり，如何にあなた

がた一人ひとりに，ちょうど父親がわが子に対するように ，12わたした

ちが，あなたがたに勧め，励まし，また証言して，ご自身の支配と栄光

に入るようにあなたがたを召し出してくださった神に相応しくあなたが

たが歩むように導いたか。

13こうしたことの故に，わたしたちも神に絶えず感謝しているので

す。なぜなら，わたしたちによる説教という形で神の言葉を受け取った

とき ，あなたがたは（それを）人間の言葉としてではなく，むしろ，真

親」の方がいいだろう。内容的には，１コリント３：２，参照。

「喜んで分け与えたいと思っている」は，eudokoumen metadounai。それ

ぞれ，eudokeoとmetadidomiの変化形で，後者は2 aor.不定詞形。

「あなたがたの誰にも負担をかけないように心がけて」は，pros to me

epibaresai tina hymon。pros to＋不定詞で，目的を表す用法。epibaresai
（1 aor. 不定詞）＜epibareo「負担をかける」。この部分，内容的には，１コ

リント４：12，参照。

「あなたがたと神が（次のことの）証人です」は，hymeis martyres kai ho
 

theos。何の証人かは，後続の二つの「如何に」で導かれ「……か」で結ばれ

る文章が示している（原文ではhosで導かれる二つの句）。二つ目のhos句の

前にkathaper oidate「あなたがたも知っているとおり」が挿入されている。

１コリント４：14～15，参照。

「わたしたちによる説教という形の神の言葉を受け取ったとき」は，para-

labontes logon akoes par’hemon tou theou。「わたしたちが説いた神の言

葉を聞いた時に」（協会訳，意訳），「私たちから神の使信の言葉を受けたとき」

（新改訳，原意から逸れている），「わたしたちから神の言葉を聞いたとき」（新

共同訳，ただし，paralabontesを独立して訳語に反映させていない），「わた

したちから聞いた神のみことばを受け入れたとき」（フランシスコ会聖書研
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実そうであるとおり，神の言葉として喜んで受け入れました が，この神

はあなたがた信じる者たちのうちに今も現に働いておられるのです。14

兄弟のみなさん，実際，あなたがたは，ユダヤの地にある ，キリスト・

イエスのうちにある神の諸教会 に倣う者となりました。なぜなら，あな

たがたも同じ苦しみを自分と同じ民族から受けたからですが，それは，

ちょうど彼らも（同族の）ユダヤ人たちから（受けた苦しみでした）。15

この（ユダヤ）人たちは，主イエスと預言者たちを殺した ばかりでな

く，わたしたちをも激しく迫害し，神に喜ばれておらず，すべての人々

に敵対し，16異邦人が救われるように彼らにわたしたちが語るのを 妨

害しています 。それで，彼らは，自分たちの罪をいつも目一杯満たす結

果になり ，そこで，彼らの上に怒り が，遂に訪れたのです。

パウロのテサロニケ教会再訪の願い>

17しかし，兄弟のみなさん，わたしたちは少しの間，あなたがたから

究所訳），「わたしたちから聞くことによって神の言葉を伝えられた時」（青野

訳），等。もちろん，「説教」という訳語がakoeのニュアンス全体を表し得

るとは言えない。

「喜んで受け入れました」は，edexasthe（1 aor.２人称，複数）＜dechomai
「歓迎する，迎え入れる，受け入れる」。

「ユダヤの地にある」と訳したのは，to ouson en te Ioudaia。

ガラテヤ１：22，参照。

使徒言行録２：23，マタイ23：34，ルカ11：49，参照。

「異邦人が救われるように彼らにわたしたちが語るのを」と訳したのは，

hemas tois ethnesin lalesai hina sothosin。直訳は「異邦人に彼らが救われ

るようにわたしたちが語る」。

使徒言行録17：４～５，参照。

「彼らは，自分たちの罪をいつも目一杯満たす結果になり」は，eis to ana-

plerosai auton tas hamartias pantote。anaplerosai（1 aor.不定詞）＜ana-

pleroo「満たす，成就する」。この箇所の用法について，H.Hubnerは，「彼

らの罪の ます目を満たし>」の意味としている。〝pleroo,anapleroo,antana-

pleroo"の項目『ギリシア語 新約聖書釈義辞典 』教文館，1995年，

139～142頁，特に141頁，参照。

「怒り」は，heorge。もちろん，「神の怒り」，すなわち「神の怒りの審判」

を意味する。ヒュプナーの前掲辞典項目，前掲箇所，参照。

70 藤女子大学キリスト教文化研究所紀要



孤児のように引き離されていたので ，（といっても）顔が（見られなかっ

ただけ）で，心が（引き離されていたの）ではないのですが，なお一層，

あなたがたの顔を一刻も早く見たいと，大いなる熱望を抱きました 。18

だから，わたしたちはあなたがたのところに意識して行こうとしまし

た ，特にわたしパウロは一度ならず二度までも，です。しかし，わたし

たちをサタンが妨害したのです。19実際，誰が，わたしたちの希望であ

り喜びであり，あるいは諸々の誇りの冠でしょうか。― あなたがたでな

ければ（誰が)― わたしたちの主イエスの再臨のとき，主の前にあっ

て。20というのも，あなたがたこそ，わたしたちの栄光であり喜びなの

ですから。

３ １それで，もはや我慢していられなくなったので，わたしたちだけ

がアテナイに残っていることに決め ，２わたしたちは，わたしたちの兄

弟にして，キリストの福音における神の同労者ティモテオスを派遣しま

「孤児のように引き離されていたので」は，aporphanisthentes（1 aor.受

動相，分詞，複数，主格）＜aporphanizo「孤児とする，引き離す」。語源的

には，apo（分離・断絶を表す前綴り）＋orphanos「孤児になった（形容

詞），孤児（名詞）」。

「なお一層」以下の原文は，perissoteros espoudasamen to prosopon
 

hymon idein en polle epothymia。構文的には，espoudasamen（1 aor.１

人称，複数＜spoudazo「急ぐ，懸命に努力する」，不定詞をとって，「急いで

…する，懸命に努力して…する」）…… idein（2 aor.不定詞＜horao「見

る」）。「大いなる熱望を抱いて，あなたがたの顔を一刻も早く見たいと，なお

一層思った」も可能。「顔を見る」については，３：10にも出る。ローマ１：

11には，epipotho (gar)idein hymas「わたしたちはあなたがたに実際に会

うことを切望しています」という表現が出る。

「意識して行こうとしました」は，ethelesamen elthein。ethelesamen（1
 

aor.１人称，複数）＜thelo「志す，意図する，願う，欲する」，不定詞をとっ

て，「…することを志す」など。elthein（2 aor.不定詞）＜erchomai「行

く」。むしろ，ニュアンスとしては，「一度ならず二度までも行こうと試みた

のに」。

「わたしたちだけが…残っていることに決め」は，eudokesamen katalei-

phthenai……monoi。eudokesamen（1 aor.１人称，複数）＜eudokeo「喜

ぶ，選ぶ，適う，定める」。kataleiphthenai（1 aor.受動相，不定詞）＜katalei-

pho「離れる，去る，捨てる，残す，留める」，受動相で「（自分だけ離れて）

残る，留まる」。
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した。それは，あなたがたを確固たるものとし，あなたがたの信仰のた

めに励まし，３このような苦難のなかでも誰一人動揺させられることが

ないようにするためです 。というのは，苦難に わたしたちが定められ

ていることは，あなたがた自身，知っているからですし，４実際，わた

したちがあなたがたのところにいたとき，わたしたちがまさに苦難を受

けようとしているのだと，わたしたちはあなたがたに前もって繰り返し

言っていました が，あなたがたも知っているように，事実そのとおりに

なりました 。５そのために，わたしとしてももはや我慢していられなく

なって，あなたがたの信仰を知るために（彼を）派遣したのです。それ

は，誘惑する者があなたがたを誘惑し，わたしたちの労苦が無駄になっ

てしまわないため です。

６しかし，たった今，ティモテオスがあなたがたの許からわたしたち

のところに（帰って）来て，あなたがたの信仰と愛を，わたしたちに良

い知らせとして伝えてくれました し，また，ちょうど，わたしたちがあ

「それは……ためです」は，eis＋to＋不定詞で，不定詞は，sterixai「確固

たるものとし」，parakalesai「励まし」，（medena）sainesthai「（誰一人）動

揺させられる（ことがない）」の３つである。いずれも1 aor.不定詞，sainesth-

aiだけが受動相。

「苦難に」は，eis touto。toutoは，先行する文章のen tais thlipsesin tautais
を受ける。

「わたしたちは…前もって繰り返し言っていました」は，proelegomen（未

完了過去，１人称，複数）＜prolego「前もって言う」。ここの未完了過去は，

動作の過去における反復を意味するものと解した。「何度も予告しましたが」

（新共同訳），「あらかじめ話しておいた」（青野訳），「前もって言っておいた

けれども」（田川），〝we told you beforehand (that)"（NRSV），など。

「あなたがたも知っているように，事実そのとおりになりました」は原文の

語順を入れ替えた意訳。原文は，kathos kai egeneto kai oidate。新共同訳

も同様。「現にそれは生じたのであり，あなた方も御存知のことである」（田

川），〝so it turned out,as you know."（NRSV），など。

「それは，誘惑する者があなたがたを誘惑し，わたしたちの労苦が無駄に

なってしまわないためです」は，mepos epeirasen hymas ho peirazon kai
 

eis kenon genetai ho kopos hemon。epeirasen（1 aor.直説法，能動相，

３人称，単数）＜peirazo「誘惑する」。genetai（2 aor.接続法，３人称，単

数）＜gınomai。

「良い知らせとして伝えてくれました」は，euangelisamenou（1 aor.中動
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なたがたに会いたいと切に望んでいるように，あなたがたもわたしたち

に会いたいと切に望みながら ，いつも，わたしたちについて善い思い出

をしっかり持っているということも良い知らせとして伝えてくれました

ので，７そのために，兄弟のみなさん，わたしたちは，わたしたちがど

んな困窮や苦難にあっても ，あなたがたによって，あなたがたの信仰を

とおして，慰め励まされました 。８なぜなら，わたしたちが今（こうし

て）生きているのは，あなたがたが主のうちに堅く立っていればこそ だ

からです。９実際，どのような感謝をわたしたちは神に（返礼として）

献げることができる でしょうか。すなわち，わたしたちの神の前であな

たがたのお陰で わたしたちが現に喜んでいる，そのあらゆる喜びの機

相，分詞，男性，単数，属格）＜euangelizo「良い知らせを伝える，良い知ら

せとして伝える，福音を伝える，福音として伝える」。ここは，世俗的なニュ

アンス。この分詞，属格形は，所謂「独立的用法」。後半のkaiに続く hotiで

導かれる副文にも繫がっている。この関係を，翻訳にも反映させるために，

「良い知らせとして知らせてくれましたし，また，……ということも良い知ら

せとして伝えてくれましたので」と訳した。もちろん，原文では，この独立

的属格分詞が後半部で繰り返されることはない。

「切に望みながら」は，epipothountes（現在，分詞，男性，複数，主格）＜

epopotheo「切望する，熱望する，慕う，しきりに会いたがる」。この分詞が

関係するのは，直前の複文（内の主動詞）。

「わたしたちがどんな困窮や苦難にあっても」は，epi pase te ananke kai
 

thlipsei hemon。「わたしたちが」は意訳。直訳は「わたしたちのあらゆる困

難と苦難に当たって（際して）」。

「慰め励まされました」は，pareklethemen（1 aor.直説法，受動相，１人

称，複数）＜parakaleo「促す，慰める，励ます，勧告する，懇願する」。こ

の箇所は，「慰める」，「励ます」両方のニュアンスが並存しているように思わ

れるので，こう訳した。

「あなたがたが…堅く立っていればこそ」と訳したのは，ean hymeis
 

stekete。stekoは，histemiの現在完了形hestekaからつくられたヘレニズ

ム的現在形。接続詞eanは，通常，接続法（多くの場合，aor.）とともに用

いられるが，稀に直説法とともに用いられる。古典期には見られないものと

されるが，ここはその一例。意味は，ei……に同じ。

「（返礼として）献げることができる」は，dynametha……antapodounai（2
 

aor.不定詞）＜antapodidomi「報いる，報復する，お返しをする，返礼をす

る，献げる」。

「あなたがたのお陰で」は，di’hymas。
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会に，あなたがたのことで（どのような感謝を）。10夜も昼も，わたした

ちは，徒ならぬ熱心さで 祈りながら，あなたがたの顔を（直接）見て，

あなたがたの信仰の足りないところ を補って完成したい と，願って

います 。

11神，すなわちわたしたちの父ご自身と，わたしたちの主イエスと

が，わたしたちの道をあなたがたのところまで真っ直ぐ差し向けてくだ

さいますように 。12また，あなたがたを，主が，互いに対する，そし

て，すべての人に対する愛によって，豊かにし，満ち溢れさせてくださ

いますように。ちょうど，わたしたちがあなたがたに対して（抱いてい

る愛がそうである）ように。13（そして，）その結果，あなたがたの心を

確固たるものとし ，わたしたちの主イエスの，ご自身のすべての聖なる

者たちを伴った再臨のときに，神，すなわちわたしたちの父の前で，聖

さという点で非難されるところのないもの としてくださいますように。

「徒ならぬ熱心さで」と訳したのは，hyperekperissou。語源的にはhyper＋

ek＋perissos「（通常の数や量を）超え出る，有り余る」（形容詞）。ekperissos
「過度に，力の限り，力を込めて」（副詞）に，更にhyperという「超過，超

越」を意味する接頭辞がついた形で，形容詞の独立属格に由来する副詞。言

わば，畳語的表現である。

「足りないところ」は，ta hysteremata。「欠如，欠乏，不足，不在，欠け

ているところ（部分），足りないところ（部分），不足分」。

「補って完成したい」と訳したのは，katartisai（1 aor.不定詞）＜katartizo
「正常な状態に戻す，正しい道に復帰させる，補う，完全にする」。

原文では，deomenoiという分詞一単語を，翻訳の便宜上，「祈りながら，

……願っています」とした。

「あなたがたのところまで真っ直ぐ差し向けてくださいますように」は，

kateuthynai……pros hymas。kateuthynai（1 aor.不定詞）＜kateuthyno
「真っ直ぐにする，向ける，導く，開く」。このaor.不定詞は，希望・期待・

願いを表現する用法。

「その結果，あなたがたの心を確固たるものとし」は，eis to sterixai hymon
 

tas kardias。sterixai（1 aor.不定詞）＜sterizo「強める，力づける，確固と

させる，確固たるものとする，励ます」。

「聖さという点で非難されるところのないもの」は，amemptous en
 

hagiosyne。「清く，責められるところのない者」（協会訳），「聖く，責めら

れるところのない者」（新改訳），「聖なる，非の打ち所のない者」（新共同訳）

は何れも厳密に言えば不正確。「聖なるものとしてとがめられるところなく」
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４

神に喜ばれる生活>

１さて，最後に，兄弟のみなさん，わたしたちは，主イエスにあって，あ

なたがたに願い求め，勧めます。どのように歩んで神に喜ばれるようにな

るべきか を，あなたがたはわたしたちから受け，そのとおりに，あなたが

たは今歩んでいますが，なお一層(その点で)満ち溢れるようあなたがた

は努めなさい 。２というのは，わたしたちが，主イエスをとおして，あな

たがたにどのような指示を与えたか，あなたがたは知っているからです。３

すなわち ，神の意志はこういうことです。つまり，あなたがたが聖なるも

のとなること ，あなたがたが淫らな行為から自分を遠ざけておくこと，４

あなたがた各自が自分の身体 を，聖なるもの，尊いものとして保つ すべ

を心得ていること ，５神を知らない異邦人のように，欲望の情欲に支配さ

(フランシスコ会聖書研究所訳），「聖さにおいて責められるところのないも

の」（青野訳）がいいだろう。

「どのように歩んで神に喜ばれるようになるべきか」は，to pos dei hymas
 

peripatein kai areskein theo。

「なお一層（その点で）満ち溢れるようあなたがたは努めなさい」と訳した

のは，hina perisseuete mallon。perisseueteは，現在，接続法，２人称，

複数。hina＋接続法で，命令法の代用。

この「すなわち」は，garを訳したもの。

「聖なるものとなること」は，ho hagiasmos。

「自分の身体」は，to heautou skeuos。skeuosは，「入れ物，容器，道具，

家財，財産」。創世記に描かれた創造物語の第二伝承によれば，人間は，土（ア

ダマ）の塵で創られた器であり，女は，男よりも遅れてつくられた弱い器で

ある。「自分の身体」意外に可能な解釈としては，「自分の妻」がある。十戒

の最後の戒め（出エジプト記20：17）には，周知のとおり，男の財産の筆頭

に妻が挙げられている。近年の大部分の解釈は後者を採る。

「聖なるもの，尊いものとして保つ」は，ktasthai en hagiasmoi kai
 

tımei。ktasthai（現在，不定法）＜ktaomai「手に入れる，獲得する，勝ち取

る，得る，保つ」。

「すべを心得ていること」と訳したのは，eidenai（不定詞）＜oida「（既に

見て）知っている，分かっている，承知している，覚えがある，通じてい

る」。不定詞を補語として，「…するすべを心得ている，弁えている」という

意味になる。
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れないこと ，６実際の行為において，自分の兄弟の権利を侵害して騙し取っ

たりしないこと（，こうしたことです）。なぜなら，主はこれらすべての

ことについて復讐する方 だからであり，この点は，わたしたちがあなたが

たに既に前もって話し，また厳しく証言した とおりです。７実際，わたし

たちを神が召し出してくださったのは，汚れた行為のためではなく，聖な

るものとなるため でした。８そういうわけだから，（これらの指示を）拒

む者は，人間を拒んでいるのではなく，むしろ，神を，すなわち，あなた

がたにご自身の聖なる霊を与えられた方を拒んでいることになるのです。

９しかし，兄弟愛については，あなたがたに書く必要はありません 。

というのは，あなたがた自身，互いに愛し合うように神から（直接）教え

られている からであり，10また，まさにそのことを，マケドニア全域に

「欲望の情欲に支配されないこと」と訳したのは，me en pathei
 

epithymias。直訳は，「欲望の情欲のうちにいないこと」。つまり，欲望の情

欲の力が及ぶ範囲内にいないこと。

「自分の兄弟の権利を侵害して騙し取ったりしないこと」と訳したのは，to
 

mehyperbainein kai pleonektein……ton adelphon autou。「兄弟を踏みつ

けたり，だましたりしてはならない」（協会訳），「兄弟を踏みつけたり，欺い

たりしないことです」（新改訳），「兄弟を踏みつけたり，欺いたりしてはいけ

ません」（新共同訳）と訳すより，「自分の兄弟の権利を犯したり，あざむい

たりしてはなりません」（フランシスコ会聖書研究所訳），「自らの兄弟に対し

て越権行為を為したり，貪りを為したりしないこと」（青野訳）の方が，原文

のニュアンスに忠実。しかし，hyperbaineinと pleonekteinが異なった事柄

を指すとしなければならない理由はない。なお，en toi pragmatiは，「この

ようなことで」（協会訳，新改訳，新共同訳），「そのようなことで」（フラン

シスコ会聖書研究所訳）ではなく，「行為において」が文脈上望ましい。ニュ

アンスとしては，「具体的な行為，実際の行為」。なお，「自分の兄弟」は，も

ちろん，「信仰に基づく自分の兄弟」の意味。

「復讐する方」は，ekdikos（形容詞）。基本的語義は「義しく報いる」。

「厳しく証言した」は，diemartyrametha（1 aor.１人称，複数）＜diamar-

tyromai「真実であると誓う，力強く証言する，証言しつつ警告する」。

「汚れた行為のためではなく，聖なるものとなるため」と訳したのは，ou
……epi akatharsia alla en hagiasmo。

直訳すると，「あなたがたに（わたしが）書く必要をあなたがたは持ってい

ません」。

「神から（直接）教えられている」は，theodidaktoi（形容詞，男性，複
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いるすべての兄弟に対して実践しているからです。しかし，兄弟のみなさ

ん，わたしはあなたがたに勧めます，なお一層（その点で）あなたがたが満

ち溢れるよう努めなさい 。11そして，わたしがあなたがたに指示してお

いたとおり，静かな生活をし，自分の務めを果たし，あなたがたの［自

分の］手で働くことを名誉に思いなさい 。12それは，外部の人々に対し

て品位ある態度で歩み ，誰（の手）も必要とせずにいる ためです。

主の再臨>

13兄弟のみなさん，永眠している人々について，わたしたちは，あな

たがたに知らずにいてほしくありません 。それは，希望を持たない他の

人々のように，あなたがたが不安に苦しむことがないため です。14と

いうのは，もし，わたしたちが，イエスは死んで復活したと信じている

ならば，それと同じように，また，神は，既に永眠した人々を，イエス

をとおして彼と一緒に連れて行ってくださるはず だからです。

数，主格）。所謂hapax legomenon。

「なお一層（その点で）あなたがたが満ち溢れるよう努めなさい」と訳した

のは，perisseuein mallon。４：１文末のhina perisseuete mallon，参照。

「静かな生活をし」から「名誉と思いなさい」までは，原文では，

philotımeisthai hesychazein kai prassein ta idia kai ergazesthai tais
［idiais］chersin hymon。10節後半にある主動詞parakaloumenの補語と

なっているのが，10節 末尾の perisseuein（mallon）と 本 11節 の

philotımeisthai。さらに，このphilotımeisthaiの補語が後続の三つの不定詞

hesychazein,prassein,ergazesthaiである。

ローマ13：13，参照。

「誰（の手）も必要とせずにいる」はmedenos chreian echete。

「わたしたちは，あなたがたに知らずにいてほしくありません」は，ローマ

１：13，11：25，１コリント10：１，12：１，２コリント１：８とわれわれ

の箇所の計６回出てくるパウロの定型的表現。ローマと１コリントの４回は

thelo（１人称，単数），２コリントとわれわれの箇所が thelomen（１人称，

複数）である。

「あなたがたが不安に苦しむことがないため」は，hina me lypesthe。

lypesthe（中・受動相，接続法，２人称，複数）＜lypeo「悲しませる，心を

傷つける，不安に苦しませる，嘆き悲しませる」

「連れて行ってくださるはず」は，axei（直説法，未来，３人称，単数）＜

ago「導く，連れて行く」。
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15というのも，次のことを，わたしたちは，主の言葉に基づいて言うこ

とができる からです。すなわち，主の再臨まで生き残っているわたした

ちが，既に永眠した人々より先になることはありません 。16なぜなら，

主ご自身が，合図の号令とともに，大天使の声の（響く）中，神のラッパの

（響く）中を ，天から降りて来ると，キリストのうちにあって死んだ人々

が最初に復活し，17それから，生き残っているわたしたちが，彼らと一緒

に雲に包まれて引き上げられ ，遂に空の中で主との出会いを果たすの

ですが，こうして，わたしたちはいつでも主と一緒にいることになるの

です。18それだから，これらの言葉によって互いに励まし合いなさい。

５ １しかし，時代とか時については ，兄弟のみなさん，あなたがたが

自分たちに（何かを）書き送ってもらう 必要はありません。２というの

は，あなたがた自身，主の日が夜陰に紛れた盗人と同じようにやって来

ることをはっきり知っているからです。３人々が「平和だ，安全だ」と

言っている，将にそのようなときに ，予期せぬ破滅が彼らを襲うので

す。それは，ちょうど，陣痛が妊娠している女を（襲う）ようなもので，

彼らは逃れることができません 。４しかし，兄弟のみなさん，あなたが

たは闇の中にいるわけではありません。だから，その日があなた方を盗

人のように捕らえることはないでしょう。５というのは，あなたがたは

みな，光の子であり，昼の子だからです。わたしたちは夜の（子）でも

「わたしたちは……言うことができる」と意訳したのは，legomen。

「わたしたちが，……先になることはありません」は，ou mephthasomen
（1 aor.１人称，複数）＜phthano「着く，達する，到達する，先んじる，来

る，訪れる，臨む」。

「合図の号令とともに，……神のラッパの（響く）中を」は，en keleusmati,

en phone archangelou kai en salpingi theou。マタイ24：31～31，参照。

「引き上げられ」は，harpagesometha（直説法，受動相，第二未来，１人

称，複数）＜harpazo「略奪する，強奪する，奪い去る，連れ去る」。

「時代とか時については」は，peri de ton chronon kai ton kairon。

「自分たちに（何かを）書き送ってもらう」は，hymın graphesthai（直説

法，現在，受動相，不定詞）＜grapho「書く，書き付ける，書き送る」。

「将にそのようなときに」は，hotan……hosper。

「彼らは逃れることができません」は，ou meekphygosin。ekphygosin（2
 

aor.接続法，３人称，複数）＜ekpheugo「逃れる，逃れ出る，脱出する」。
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闇の（子）でもないのです。６そういうわけだから，わたしたちは，他

の人々のように眠っていないで，目覚めたまま，酔わずにいましょう 。

７というのは，眠る者たちは夜眠り，ぶどう酒に酔う者たちは夜酔うか

らです。８しかし，わたしたちは，昼の（子）ですから，信仰と愛とい

う胸当てと，救いの希望である兜を（それぞれ）身に着けて，酔わずに

いましょう。９なぜなら，わたしたちを，神は怒りに定められたのでは

なく，わたしたちの主イエス・キリストをとおして救いを獲得すべく

（定められた）からです。10彼は，わたしたちのために死にましたが，そ

れは，わたしたちが目覚めていても眠っていても，主と一緒に生きるよ

うになるためでした。11だから，あなたがたは，互いに励まし合い，一

人一人互いに建て合いなさい。今，あなたがたが現にそうしているとお

り。

結びの言葉>

12そこで，兄弟のみなさん，わたしたちはあなたがたにお願いしま

す。あなたがたの間で労苦している人々，主にあって（導く）あなたが

たの指導者たち ，あなたがたに訓戒を与える人々 を，しっかり認め，

13また彼らの業のゆえに，溢れる愛をもって 尊敬しなさい。互いに平

和に暮らしなさい。14兄弟のみなさん，わたしたちは，また，あなたが

たに勧めます。規律を乱す者たち に訓戒を与え，小心な者たちを勇気づ

「目覚めたまま，酔わずにいましょう」は，gregoromen kai nephomen。

それぞれ，gregoreo「目を覚ましている」，nepho「酔っていない，酒を飲ま

ない」の現在，接続法，１人称，複数。

「わたしたちの主イエス・キリストをとおして救いを獲得すべく」は，eis
 

peripoiesin soterias dia tou kyriou hemon Iesou Christouの意訳。

「主にあって（導く）あなたがたの指導者たち」は，proıstamenous hymon
 

en kyrio。proıstamenous（現在，中動相，分詞，男性，複数，対格）＜proıstemi
「前に立つ，指導する，助ける，世話する」。

「あなたがたに訓戒を与える人々」は，nouthetountas hymas。nouth-

etountas（現在，分詞，男性，複数，対格）＜noutheteo「訓戒を与える，忠

告を与える」＜nous＋tithemi。

「溢れる愛をもって」と訳したのは，hyperekperissou en agape。

「規律を乱す者たち」は，tous ataktous。元来は軍隊用語，「軍規を乱す，
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け ，弱い者たちを支え，すべての人に辛抱強く対しなさい。15あなたが

たは，注意して，誰も，（他の）誰かに，悪に対して悪をもって報いない

ように，いやむしろ，いつも，善いことを，互いに［も］，また，すべて

の人に対しても，（行なうように）追い求めなさい。

16いつも，喜びなさい，

17絶えず，祈りなさい，

18すべてのことに感謝しなさい，これこそ，あなたがたのための，キ

リスト・イエスにおける神の意志だからです。

19霊の火を消してはいけません ，

20預言を軽んじてはいけません，

21すべてのことを吟味検証し，良いことを堅く守りなさい ，

22どんな形の悪事からも遠ざかっていなさい。

23平和の神ご自身が，あなたがたを隅から隅まで完全に聖めてくださ

いますように。また，あなたがたの霊と魂と体を，わたしたちの主イエ

ス・キリストの再臨のとき，非難されるところのないものとなるよう，

守ってくださいますように。24あなたがたを召し出している方は，真実

な方なので，実際にそうしてもくださるでしょう。

25兄弟のみなさん，わたしたちのために［も］祈ってください。

26すべての兄弟たちに，聖なる口づけによって挨拶してください。27

わたしは主に誓ってあなたがたにお願いします，この手紙がすべての兄

弟たちの前で朗読されることを 。

28わたしたちの主イエス・キリストの恵みがあなたがたとともに（あ

隊伍を外れる」等。

「小心な者たちを勇気づけ」は，paramytheisthe tous oligopsychous。は，

paramytheisthe（現在，命令法，２人称，複数）＜paramytheomai「激励す

る，鼓舞する，勇気づける，励ます，慰める」。

「霊の火を消してはいけません」は，to pneuma mesbennyte。

すべてのことを検証吟味し，良いことを堅く守りなさい」は，panta (de)

dokimazete,to kalon katechete。

「わたしは主に誓ってあなたがたにお願いします」は，Enorkizo hymas
 

ton kyrion。「すべての兄弟たちの前で」は，pasin tois adelphoisの意訳。

「…兄弟たちに」，「…兄弟たちに対して」，「…兄弟たちに向かって」など。
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りますように）。
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